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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・10/9（金）14：30～16：30青南病院本部が点検のため停電。時間内はWIZ・PHSの使用が不可となる。
・10/20(火)・10/21(水)第5回院内研修開催予定。
時間：17：30～18：30　　　場所：メモリアルホール　メンタルケア病棟4階

テーマ：「インフルエンザ・ノロ対策」　　講師：感染対策管理委員会委員長　東　志保
・10/15（木）看護グループ内研修について
時間：17：10～17：45　　　場所：病院2階会議室

テーマ：精神科における薬物療法と管理　　　講師：天間ＮＳ
参加希望の方は10/14（水）までに出欠を入力すること。
・10/22（木）看護グループ内研修について
時間：17：15～17：45　　　場所：病院2階会議室

テーマ：コーチング　　　講師：佐々木ＡＯＭ
参加希望の方は10/19（月）までに出欠を入力すること。
＜利用者様情報＞

・植村　啓祐　様～本日よりデイケア正式利用となっている。一人で過ごす事が多く他者との交流はない。プログラム中、自主的な発言はないが、自身の病状について振り返る事ができ、スタッフの質問に的確に返答している。疲労感はないとの事だが、今後も無理のないよう参加し、仲間づくりができるよう支援していく。

・小塚　隆行　様～本日、デイケアの体験利用を実施。オリエンテーションへの理解も良好で、スタッフの声掛けにも穏やかに返答している。プログラムは落ち着いて参加している。デイケア利用については、他病院のデイケア見学予定であるため、よく考えた上で検討することとしている。
・赤石　陽介　様～本日、体験利用2日目。11：00幻聴の訴えあり「帰りたい」と話しており、幻聴の内容については「話したくない」とのこと。幻聴に左右された行動をとらないよう伝え、父様が自宅にいることを確認し、早退している。

・寺沢　彩　様　～本人より電話があり「明日手術だけど不安で電話しました」と話している。手術で麻酔が効き過ぎること、人工呼吸器をつけるかも知れないとの説明に不安を感じているとのこと。医師は僅かな可能性でも説明をする義務があるため、心配し過ぎないよう伝える。電話連絡があった際には、本人の訴えを傾聴していく。

・土佐　将志　様～八戸赤十字病院に入院中だが、本日青山荘へ外出しており、青山荘へ断りを入れ、デイケアに挨拶に来ている。表情明るく、膝の痛みはないと言うが「坂の登り降りはわからない」と話している。10/13（火）退院予定で八戸赤十字病院から八戸西病院へ転院となるかはまだ不明であるため、今後調整していく方針としている。

・坂本　健治　様～本人より相談がある。デイケア利用開始後より1年が経過し、徐々に就労訓練施設の利用を考えたいとのこと。現状を振り返り、グループホームに入居したばかりで環境に慣れることが必要であること、それまでは、まずはどんな仕事が自分に合うのか検討することが必要であることを説明。主治医へ相談した上で、来週本人と詳細について面談していく。また、関係機関とも情報共有を行い、検討していく。

・馬渡　武光　様～昨日18：40頃に夕食の残食入れに顔を近付けていることがあり、何をしているのか声を掛けると「口に入っていたものを捨てていた」と話している。実際に捨てたようなものはなく、事実確認は出来ていない。直接残食入れに顔を近付けたり、弄ったりするのは不潔でありやめるように伝えると、その場から離れており、その後は残食入れをいじる行為は見られていない。今後も様子観察し、不潔行為がある場合は都度介入してく。上記内容を青風荘へ情報提供している。

・倉橋　生子　様～他者に対し攻撃的な発言や過干渉があるため、処方変更となっている。デパケンR（200）1T→デパケンR（100）1T、抑肝散2包（寝る前）が追加処方となっている。処方変更により、病状が変化する可能性があるため、様子観察していく。
・倉石　ヨシエ様～青風荘より情報提供がある。朝食を不食していたため、体調について確認すると「腹が…気持ち悪い…」と返答しており、排便状況に関しては排便-2日目。眼光の鋭さや活気の無さ見られている。デイナイトケアでは、特定利用者の動きを気にしている様子が見られている。運動プログラムへは、スタッフ付き添いにて参加し「力っこ入んねー」と話しているが、大きく身体を動かしている。昼食は全量摂取している。話し掛けに対しての疎通性は問題ない。食事摂取や排便状況を確認していき、不調の訴えがある際には対応していく。

・鈴木　真知子様～青風荘より情報提供がある。昨日20：30血圧179/114ｍｍHg、再検164/106ｍｍHgと高値みられている。不調は無いとのこと。今朝は、164/97ｍｍHg、再検143/94ｍｍHgで経過。声掛けにも返答なく疎通不良見られている。来所時に玄関で立ち止まる様子あり、スタッフが声を掛けると「休もうかな…でもやっぱり行こうかなぁ」と話している。また、プログラム中にトイレやミーティングルームに向かい、トイレではコップを持ったまま入っており、小さい声での独語が聞かれている。体調や血圧を確認していくとともに所在確認を行なっていく。
・八木橋　牧雄様～一昨日軽度の発熱が見られていた為、来所時に体調確認している。体温36.6℃、血圧144/96mmHg。身体不調はないとのこと。酒臭はなく、手指振戦も軽度となっており、時間が経過しても体調不良を訴えることなく穏やかに過ごしている。今後も様子観察し、体調やバイタルを確認していく。

＜外来情報＞

・特記なし
カンファレンスシート（　菅野　勝利　様）

実施日：H27年10月8日（木）13：30～14：00

担当チーム：慶長・川井・馬場

参加者：慶長、戸賀沢、會津、馬場、佐々木、油津

検討内容　

	氏名
	菅野　勝利
	性別
	男
	年齢
	70
	生年月日
	昭和17年2月26日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	糖尿病

	治療方針（医師の指示）
	基本的な生活習慣を身につける、病識をつける

	本人希望
	再発せずに、現在の生活を続けていきたい

	入院歴
	計1回（最終：H24年7月～H24年12月　）

	通所歴
	1回目

今回：H23年12月16日～現在　　（週1回/水曜日）

	その他サービス利用
	

	住居：自宅、単身生活
	家族構成：母、姉様

	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳2級
	
	他　自立支援、生活保護


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	再発せずに、現在の生活を続けていきたい。
	①不安やストレスについてスタッフに相談し、対処することができる。
	①具合が悪い時はスタッフに相談する。


	①ストレスや不調を感じた際は､職員へ相談する。職員は､通所時には必ず声を掛け、苛々感やストレスの有無を確認し、病状の変化がないか観察する。

	
	②体重を増やさないよう、運動を習慣づける。
	②通所で血圧、体重測定を行い記録する。
	②散歩等の運動を続け､体重減量を目指す。職員は､体重測定と食事内容の確認を行い、その都度振り返りを行う。体重減量の為、自宅でできる運動方法について検討し、実際に行ったかを確認する。

	
	③清潔の保持、金銭面のやりくりを行う。
	③入浴・更衣を週3回は行い、清潔に過ごす。年金内でやりくりする。
	③浪費しないよう気をつけ､生活で困ったことがあれば職員へ相談する。職員は､生活状況（日中の過ごし方、金銭面、衣類交換等の整容面）を確認し、適宜アドバイスを行う。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①具合が悪い時はスタッフに相談する。


	・病状の変化は認められず､来所時も落ち着いて過ごすことが出来ている。服薬も行われ､睡眠も充分に摂れている様子。｢困っていることは特にないな｣｢お金はかつかつだけど大丈夫だ｣話している。 (達成度70％)
	今後も病状の変化の観察を行い､不調時は他機関とも連携して対応していく。また、過去の症状を確認し、症状に合わせた関わりを行っていく。

	②通所で血圧、体重測定を行い記録する。
	・食事については､ヘルパーの調理や自炊等摂取している。体重増加はなく､体重の維持ができている。買い物に時、散歩や自転車での運動をしているとのこと。 (達成度70％)
	身体症状の悪化及び､体重増加防止の為､食事や運動量を確認し､随時評価していく。計画継続。

	③入浴・更衣を週3回は行い、清潔に過ごす。年金内でやりくりする。
	・睡眠･食事等の日課は行えており､生活リズムの乱れは認められない。入浴は週2～3回で体臭等も感じられず、髭も剃れており、整容面には問題はない。
・金銭面については浪費せず問題はなくやり繰りしている。困っていることもないとのこと。 夜に友人と飲み屋に行くことがあると話している。(達成度70%)
	入浴・更衣は何回行っているか確認し、服装など観察していく。浪費していた背景がある為、今後も安定した生活が継続出来るよう､随時、生活状況について確認していく。計画継続。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	再発せずに、現在の生活を続けていきたい。
	①不安やストレスについてスタッフに相談し、対処することができる。
	①具合が悪い時はスタッフに相談する。


	①ストレスや不調を感じた際は､職員へ相談する。職員は､通所時には必ず声を掛け、苛々感やストレスの有無を確認し、病状の変化がないか観察する。

	
	②体重を増やさないよう、運動を習慣づける。
	②通所で血圧、体重測定を行い記録する。
	②散歩等の運動を続け､体重減量を目指す。職員は､体重測定と食事内容の確認を行い、その都度振り返りを行う。体重減量の為、自宅でできる運動方法について検討し、実際に行ったかを確認する。

	
	③清潔の保持、金銭面のやりくりを行う。
	③入浴・更衣を定期的行い、清潔に過ごす。年金内でやりくりする。
	③入浴・更衣を週3回は行い、清潔に過ごす。年浪費しないよう気をつけ､生活で困ったことがあれば職員へ相談する。職員は､生活状況（日中の過ごし方、金銭面、衣類交換等の整容面）を確認し、適宜アドバイスを行う。


